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新しい様式での「３年生を送る会」③
校 長 古 市 直 彦

３年生を送る会を振り返る最終回です。

実行委員長を務めてくれた遠藤隆真君（２－３）に感想を聞いてみました。

今年度は、コロナウイルスの影響により、２年生はスライドや装飾などを担当しました。初め

ての取組に見通しがもてず、３年生に喜んでもらえるかという不安がありました。最初は慣れな

い作業に戸惑っていましたが、３年生に自分達の感謝の気持ちを伝えるんだという意識が高まる

につれ、作業も進むようになりました。生徒同士が意見を出し合うことで、私達の学年の目標で

ある「一致暖結」に近づいていると感じることもできました。

私は、今回の３年生を送る会を通して、学年が一つの目標に全力で向かうことの大切さを知り、

より一層、自信をもって若松中のバトンを受け継げるようになったと思います。３年生の皆さん。

私達が必ず若松中に新しい歴史を築いてみせます。だから、３年生の皆さん

は、安心して卒業式を迎えて、新たなステップに進んでください。新しい場

所での活躍を応援しています。

１・２年生はいよいよ３年生が旅立ち、１年生は先輩に、２年生は若松中

の顔になります。しっかりとその時々にあった最善の行動を考え、自分達が

誇りに思える若松中にしていきましょう。

３年生を送る会 実行委員長 遠藤 隆真（２－３）

３年生に感謝の気持ちを伝える会の準備を通して、１・２年生自身にも学年と

してのまとまりが生じ、進級に向けての自信と覚悟ができてきたようです。この

感想を読みながら、ウンウンとうなずいている人や、「僕も…」「私も…」と、熱

くにぎりこぶしをかためている人もいるのではないでしょうか。

３年生にも、もう少し感想を聞いてみました。

まず、３年生のためにこのような会を開いてくださり、ありがとうございました。

１年生の発表は、編集に手が凝っていて、どのクラスもおもしろかったです。完全下校ギリギ

リまで、撮影・編集をありがとうございました。

２年生の先生あるあるは、とても共感できる部分が多かったです。松井先生の「解の公式の覚

え方」を聞けたのも嬉しかったです。

また、懐かしい昔の先生からのメッセージ動画もありがとうございました。

見るのが２年ぶりの先生もいたので、いろいろな思い出が蘇ってきました。

またお目にかかりたいなと思いました。

最後のスライドショーでは、校外学習、自然教室、修学旅行と、３年間の

行事を一気にふり返ることかができ、３年間あっという間だったなと思いま

した。本当にありがとうございました。

３学年生徒会 副会長 香取 隆ノ助（３－２）



１・２年生の皆さん。今回は私達のためにこのような会を開いてくださり、ありがとうござい

ました。３年生を送る会が終わり、いよいよ「卒業」という事実を実感しました。高校生活への

期待が高まる一方で、若松中を旅立つことの寂しさを感じています。

様々な制限がある中での一年間。「悔しい」「残念」と思っていた人は少なくないと思います。

確かに、思い描いていた一年にはならず、そのように感じることもありまし

た。しかし、このような状況の中での生活だったからこそ、作ることのでき

た思い出があるのではないでしょうか。例年とは違う形での行事だったから

発揮することができた学年の良さがあり、心に残る思い出になったと思いま

す。そんなかけがえのない若松中での生活と先生方や保護者への感謝を胸に、

卒業式では３年生の集大成を魅せたいと思っています。

３学年生徒会 会長 松本 梓沙（３－２）

様々な人への感謝の気持ちを素直に表している３年生。このようなコロナ禍の状況にもかかわらず

それぞれの場面をポジティブにとらえ、できることを精一杯やっていこうとする３年生。この思いを、

学年生徒全員が共有できているように私は感じています。

昨年度は、休校期間となってしまったため、実施することもできなかった「３年生を送る会」でし

た。今年度は、一堂に集まらず、このような形での会になりましたが、１・２年生は、自分達の発表

をリアルタイムで見ながら、４階から聞こえてくる３年生の反応も感じる事ができる…というメリッ

トもあったようです。その分、事前の準備が大変だったであろう各担当の生徒・職員には頭が下がる

思いです。

形はどのようなものであろうと、本校若松中の１・２年生はしっかりと思いを込め、３年生は温か

くその思いを受け止めてくれました。バトンは繋がりました。さあ、いよいよ、卒業式です。

校報「若松中だより 第６２号」をお届けします。３年生の保護者の皆様には、今号が最後の

「校報 若松中だより」になりますが、このあとの校報「若松中だより」に関しましては、随時、

ホームページにもアップしてまいりますので、よろしかったらご覧下さい。

一年間、ご愛読ありがとうございました。

（ 千葉市立若松中学校 校長：古市 直彦 5０４３－２３２－６１２５ ）

トイレ工事（本年度分）完了
体育館と特別棟（４カ所）生徒棟（西側

４カ所）のトイレ工事も終わりました。コ

ロナ禍の影響で物流が滞っていたり、工事

が予定通りできなかったりしたため時間が

かかってしまいました。

校内の残りのトイレも、次年度中に全て

新しくなる予定です。


